
様式第1号 ①

号

号

年 月 日

年 月 日から

年 月 日まで

〇 年 〇 月 〇 日から

〇 年 〇 月 〇 日まで

丸穴工法 原状復旧

　￥ 分 表層
㎡

粒調

㎡ 切砕

所道維(占)第

数　　　　　量

住宅密集度

住　所

工事施工後、速やかに竣工届を提出すること。
側溝等に支障が生じた場合は、補修すること。

 

〇〇〇〇-○○○○担当者

備　　　考
本復旧予定
年　月　日

及び
本復旧予定
業　者　名

施 工 業 者

多・中・小

条例第　　条第　　号該当

無料免除

復旧方法　全面 ・ 半面 ・ 立会い ・　

非公開と
する部分
・理由等

添付書類

名　称

起　案

〇〇

（　　　　　％）

掘削面積

本復旧面積

占用の目的

□

□ □

Ｍ　

場
所

号線

□

規則

減免

（第 　　条第 　　項第 　　号）

道　路　占　用

所沢市

本復旧まで施行すること。

 
占用物件
の 構 造

条例 □

　　 　 　　有・無
  L ・ Ｕ ・ ＬＵ

スクールゾーン

道
路
の
状
況

現況幅員

 ただし

事
務
的
審
査

　　 　 　　有・無
片側 ・ 両側

道
路
占
用
料

路線名

交通量後退線 公開 ・非
公開区分

側溝

担　当
合

議

(あて先)所沢市長

給水管埋設のため

許可を申請

書

塩化ビニル管

〇〇市〇〇　△丁目　□番地

更
新

○○○
占用場所　

工事の期間

TEL

令和　　　年　　　月　　　日

協　　　　議

許可申請

協　　  議
変
更

の規定により

所沢市並木一丁目1番地の1

新規

課　長

技
術
的
審
査

公開・一部非公開・非公開

多・中・少

リーダー

路面状態

占用物件

M

道 路 の
復旧方法

φ　〇〇　㎜

－〇 〇．〇

㎝

　案内図・平面図・断面図　（各2部）

認定

幅員
車道・歩道・その他

規　　　　　模

開削・推進工法

間

第35条

工事実施
の 方 法

㎝

㎝

間

道

路

復

旧

〇〇建設　代表取締役　□□

許　可　審　査　書　兼　伺　書 令和 　　　年　　 　月　 　　日

します。

給水管

〒 ○○○-○○○〇

住　所

氏　名

担当者

名　　　　　称

第32条
道路法

〇 〇

占用の期間

〇〇m

所沢　次郎 ○○○〇-○○○〇

株式会社　所沢市
代表取締役　所沢　太郎

地先から
地先まで

△△　　□丁目　〇番

日 申請

所道維(占)第

令和

TEL

令和 〇 年 月

　令和  　

　令和  　

　令和  　

　令和  　

〇年〇月〇日
△△建設

新・良・普・不良



様式第1号 ②

号

号

年 月 日

様

記

年 月 日から

年 月 日まで

〇 年 〇 月 〇 日から

〇 年 〇 月 〇 日まで

　￥ 分 表層
㎡

粒調

㎡ 切砕免除 □ 減免 （　　　　　％） □ 無料

〇〇〇〇-○○○○

条例 □ 規則 （第 　　条第 　　項第 　　号）

 ただし ㎝

㎝

 

 

名　称 〇〇建設　代表取締役　□□

塩化ビニル管

□

①　　と　　同　　じ

道
路
占
用
料

掘削面積

添付書類

本復旧面積

　案内図・平面図・断面図　（各2部）

〇年〇月〇日
△△建設

施 工 業 者

□

㎝

　　（３）　道路の構造又は交通に著しい支障が生じたとき

件 ６．　道路占用期間満了後もひきつづき占用しようとするときには、期間満了日の１０日前までに所定の様式により道路占用期間更新
　　許可申請書を提出すること。

条 ４．　この許可によって生じた権利を他人に譲渡（貸与）しようとする場合、当事者が連署して所定の様式により道路占用譲渡（貸与）　
　　許可申請書を提出して道路管理者の許可を受けること。
５．　一旦受けた道路占用許可の条項を変更しようとする場合は、所定の様式により道路占用変更許可申請書を提出すること。

そ
の
他

１．　下記の道路占用料を、別途発行の納入通知書により納入すること。

備　　　考
本復旧予定
年　月　日

及び
本復旧予定
業　者　名

許 　　（１）　法律、命令に違反したとき
　　（２）　道路に関する工事のためやむを得ない必要が生じたとき

住　所 〇〇市〇〇　△丁目　□番地

８．　境界石、鋲、基準点に注意し、紛失等した場合は申請書にて復元すること。

３．　前項に基く処分に要した費用は占用者の負担とし、前項の処分により損害を被る者があっても道路管理者はその責を負わない。

可 　　（４）　道路の廃止変更、その他公益のために必要が生じたとき
　　（５）　占用料を納期内に納入しないとき、及び延滞金を納入しないとき

２．　次の場合においては、道路管理者は、許可を取り消し、若しくは変更し、又は危害を防止するため必要な措置を命ずることがある。

道 路 の
復旧方法

担当者 〇〇 TEL

△△　　□丁目　〇番
地先から
地先まで

工事の期間 間
工事実施
の 方 法

開削・推進工法

φ　〇〇　㎜

数　　　　　量

給水管

認定
〇．〇 M〇 －

〇〇m

車道・歩道・その他

道

路

復

旧

下記のとおり
許　可

します。

占用物件

名　　　　　称 規　　　　　模

占用の期間 間
占用物件
の 構 造

回　答

占用の目的 給水管埋設のため

占用場所　
路線名 ○○○ 号線

幅員

場
所

所沢市

道　路　占　用
許　　　可

書
回　　　答 新規

令和　　　年　　　月　　　日

所道維(占)第

日 申請

所道維(占)第

住　所

氏　名

所沢市並木一丁目1番地の1

株式会社　所沢市
代表取締役　所沢　太郎

〒 ○○○-○○○〇

更
新

令和 〇 年 〇 月 〇

令和

　令和  　

　令和  　

　令和  　

　令和  　

７．　工事の施工については、所沢市道路占用工事標準条件書に基き施工すること。

変
更

所沢市長　　小野塚　勝俊



様式第1号 ③

号

号

年 月 日

様

記

年 月 日から

年 月 日まで

〇 年 〇 月 〇 日から

〇 年 〇 月 〇 日まで

　￥ 分 表層
㎡

粒調

㎡ 切砕

道　路　占　用
許　　　可

書
回　　　答 新規

令和　　　年　　　月　　　日

令和 〇

所道維(占)第

更
新

変
更〒 ○○○-○○○〇

所道維(占)第

令和

住　所 所沢市並木一丁目1番地の1

氏　名
株式会社　所沢市
代表取締役　所沢　太郎

下記のとおり
許　可

します。 所沢市長　　小野塚　勝俊
回　答

占用の目的 給水管埋設のため

占用場所　
路線名 〇 － ○○○ 号線

認定
〇．〇 M 車道・歩道・その他

幅員

場
所

所沢市 △△　　□丁目　〇番
地先から
地先まで

占用物件

名　　　　　称 規　　　　　模 数　　　　　量

給水管 φ　〇〇　㎜ 〇〇m

占用の期間  間
占用物件
の 構 造

塩化ビニル管
　令和  　

　令和  　

名　称

工事の期間  間
工事実施
の 方 法

開削・推進工法
　令和  　

　令和  　

〇〇〇〇-○○○○

道 路 の
復旧方法

添付書類 　案内図・平面図・断面図　（各2部）

備　　　考
本復旧予定
年　月　日

及び
本復旧予定
業　者　名

〇年〇月〇日
△△建設

施 工 業 者

住　所 〇〇市〇〇　△丁目　□番地

２．　次の場合においては、道路管理者は、許可を取り消し、若しくは変更し、又は危害を防止するため必要な措置を命ずることがある。

許 　　（１）　法律、命令に違反したとき
　　（２）　道路に関する工事のためやむを得ない必要が生じたとき
　　（３）　道路の構造又は交通に著しい支障が生じたとき

〇〇建設　代表取締役　□□

担当者 〇〇 TEL

可 　　（４）　道路の廃止変更、その他公益のために必要が生じたとき
　　（５）　占用料を納期内に納入しないとき、及び延滞金を納入しないとき
３．　前項に基く処分に要した費用は占用者の負担とし、前項の処分により損害を被る者があっても道路管理者はその責を負わない。

条 ４．　この許可によって生じた権利を他人に譲渡（貸与）しようとする場合、当事者が連署して所定の様式により道路占用譲渡（貸与）　
　　許可申請書を提出して道路管理者の許可を受けること。

道
路
占
用
料

 ただし

５．　一旦受けた道路占用許可の条項を変更しようとする場合は、所定の様式により道路占用変更許可申請書を提出すること。

件 ６．　道路占用期間満了後もひきつづき占用しようとするときには、期間満了日の１０日前までに所定の様式により道路占用期間更新
　　許可申請書を提出すること。

８．　境界石、鋲、基準点に注意し、紛失等した場合は申請書にて復元すること。

そ
の
他

□

掘削面積
㎝

□ 条例 □ 規則 （第 　　条第 　　項第 　　号） ㎝

申請

無料 本復旧面積 ㎝

道

路

復

旧□ 免除 □ 減免 （　　　　　％）

年 〇 月 〇 日

本復旧まで施工すること。
工事施工後、速やかに竣工届を提出すること。
側溝等に支障が生じた場合は、補修すること。
原状復旧

７．　工事の施工については、所沢市道路占用工事標準条件書に基き施工すること。

１．　下記の道路占用料を、別途発行の納入通知書により納入すること。


